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研究背景

ポストコロナ時代の新たな学び方の創出 [1]

• 学習者がいつでも・どこでも，自らの学びを方を選択できる時代

• 個人に適したリアルとバーチャルワールド内における教育・学習環境が提供

バーチャルリアリティを用いた教育・学習形態への変革

• いくつかの教育・学習機関で、教育・学習効果のために検証

• 社会実装に向けたシステムの開発・運用が注目

ラーニングアナリティクスの取り組み
• リアルワールド内の教育・学習活動データを収集・分析・介入
する研究が加速

• バーチャルワールド内の教育・学習活動データを収集・分析・
介入するまで至っていない

[1] 内閣府，SIP 「ポストコロナ時代の学び方・働き方を実現するプラットフォームの構築」, https://www.jst.go.jp/sip/pos/koubo.html4



コロナによる教育・学習の変化

対面での教育

講義・授業 グループワーク

コロナ前

オンラインでの教育

講義・授業 グループワーク

コロナ禍 コロナ後

対面

オンライン

VR技術

学習分析

人口減少を機にひらく未来社会

能力・経済・経営状況等から
学び方を選択できる環境を整備

対面/オンラインにおいてVR技術を用いて教育支援できる
プラットフォームの研究開発及びラーニングアナリティクスに応用
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めたスクとは
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メタバース空間を活用した教育プラットフォームであり、
児童生徒数の減少や過疎化が進む将来の教育課題に
対応するために、学校内外のつながりを仮想空間で実現

一斉授業用教室 グループワーク部屋
データベース

(LRS: Learning Record store)
(RDB: Relational Database)

xAPI (データの標準化)
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Android

スマホ タブレット

Android

パソコン

ChromeOS/Windows

HMD

Meta/Pico

バーチャル教育・学習支援プラットフォーム

めたスクは多様なデバイスに最適化された
専用バージョンを用意しています。
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教員

学習者

教員

学習者

学習者

・・・

バーチャル教育・学習支援プラットフォーム

マルチプレイヤー対応の
UNITYサーバー

めたスク

ルーム提供

一斉授業用教室

ルームコード提供

デジタル教科書システム

グループワーク
部屋

データベース

学習ログデータ

生体データ



一斉授業用教室

教員

• 共有する自身のPC画面を選択

• スライドに基づいて授業を実施

• 学生の様子が確認できる

教室内の様子

• 共有されたスライドを閲覧

• リアクション機能
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学生

• リアルタイムのデータ収集

• 非言語的なコミュニケーション

違い

教員の利用するPCから画面共有



グループワーク学習用教室
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発表者

• 共有する自身のPC画面を選択

• スライドに基づいて発表を実施

• 聞く側の様子が確認できる

• 共有されたスライドを閲覧

• リアクション機能

• 付箋機能

• 2D/3D drawing機能

• ホワイトボード機能

学生

画面共有

ホワイト
ボード

付箋

ブレインストミング→KJ法に利用



めたスクの実行画面
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バーチャル学習活動データの
利活用例
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HMDによる視線データの収集
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スクリーン

学習者目線

Screen
 

Button

視線の座標軸
(Position_X, Position_Y)

開眼度（Eye openness） (0~1)

PICO4 enterprise

User ID Object Ob_status Eye_openess Timestamp Position_X Position_Y

XXXXLD Button Start 0.584 2024/7/6/15:30:21.125 None None

XXXXLD Screen Inside 0.741 2024/7/6/15:30:21.125 0.51 0.41

XXXXLD Screen Inside 0.925 2024/7/6/15:30:21.125 0.48 0.43

XXXXLD Screen Inside 0.912 2024/7/6/15:30:21.125 0.46 0.47

XXXXLD Button End 0.851 2024/7/6/15:30:21.125 None None



視線データから閲覧状況を把握
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視線データのフィードバックと効果
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視線データ活用フィードバック

成績の良い学生の視線状況

注視箇所：全体的に閲覧している
瞬き回数：すべてのページで一定(分散：少)

成績の良くない学生の視線状況

注視箇所：見落とし箇所が多い
瞬き回数：後半で増加(分散：大)



ブース紹介: めたスクを体験
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まとめ
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➢ バーチャル教育・学習プラットフォーム：
めたすくの紹介

➢ めたスクの環境：
➢ 一斉授業用教室
➢ グループワーク用教室

➢ めたスクのデータ利活用(視線データ)
➢ 視線のヒートマップ化
➢ 瞬き回数などの分析
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ご清聴ありがとうございました
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